
様式第１号（第７条関係） 

 

令和７年５月〇〇日 

 

尾道市長 様 

 

 

住  所 尾道市久保一丁目○○番〇号 

団体名 ○○○○会 

代表者 会長 尾道 太郎 

 

補助金交付申請書 

 

尾道市市民活動支援事業補助金交付要綱第７条の規定により、次のとおり

補助金の交付を申請します。 

 

１ 事 業 名     ○○○○○○○○事業     

２ 総事業費            170,000   円   

３ 補助申請額             80,000  円  

４ 事業部門及び事業内容  

□市民活動団体部門 

事 

業 

内 

容 
産業活力・ 
交流・賑わい 

□活力ある産業が育つまちづくりに資する事業 

□活発な交流と賑わいのあるまちづくりに資する事業 

人材育成 
□心豊かな人材を育むまちづくりに資する事業 

□人と地域が支え合うまちづくりに資する事業 

安全・安心 
□市民生活を守る安全のまちづくりに資する事業 

□安心な暮らしのあるまちづくりに資する事業 

□地域コミュニティ部門 

事 

業 

内 

容 

地域福祉 □地域の福祉向上に資する事業 

人材育成 □地域の担い手発掘・育成に資する事業 

安全・安心 
□地域の安全・安心なまちづくりに資する事業 

□地域伝統行事承継に資する事業 

地域振興 
□地域コミュニケーション向上に資する事業 

□生活環境づくりに資する事業 

記 入 例 

会長・代表・理事長・・・ 

該当する事業内容 1 つ以上にチェック☑ 

該当する部門にチェック☑ 

取り組む内容が端的に分かる事業名としてください。 

様式第２号（第７条関
係）予算書記載の金額
を記入してください｡ 



５ 提案者 

団体名 ○○○○会 

代表者氏名 会長 尾道 太郎 

団体所在地 
〒722-○○○○ 

尾道市久保一丁目○○番〇号 

代表者住所 
同上 

連絡先 

担当者氏名 ○○ ○○ 住所 
尾道市久保一丁目○○

番○号 

電話番号 0848-**-**** 
e-mail 

URL 
＠ 

構成員数 役員  ５  人   会員 １０ 人 

活動開始年月日 ◇△年〇月○○日 

設立目的 

・簡潔に記載してください（箇条書き可） 

・ 

・ 

主な活動内容 

・簡潔に記載してください（箇条書き可） 

・ 

・ 

・ 

 年 月 内  容 

活動歴 

◇△年○月 

◇◇年△月 

◇◇年□月 

・ 

・ 

・ 

・ 

○○○○○○○○を実施 

◇◇◇◇◇◇◇◇を開催 

□□□□□□□□を実施 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

主な活動地域 尾道市内 

年間予算 ○○○○〇円 

協力団体・グループ等の有無（有の場合は、団体名を記入してください。） 

☑有 

□無 
団体名 ○○○○会 

連絡先の欄は、市からの連絡が

可能な電話番号・メールアドレ

ス（郵便物が届く住所）を記載

してください。 

団体の構成員名簿（市民活
動団体部門）／役員名簿（地
域コミュニティ部門）を添
付してください（様式自
由）。 
 

・団体の会則、規約等を添付
してください（様式自由）。 
・総会資料等を添付してく
ださい。（地域コミュニティ
部門のみ） 
 

記 入 例 

必要に応じて行を追加してく
ださい。 



助成金の有無（有の場合は助成団体名等を記入してください。） 

□有 

☑無 

 助成事業団体名             

 助 成 事 業 名             

助 成 目 的             

 助 成 金 額           円 

 助成対象期間             

 

６ 提案事業 

事業の目標 

及び背景 

新たに提案事業を実施することによって目指す目標（ゴール）や事業を検討するに至った背景

について簡潔に記入してください。 

・事業の目標（ゴール） 

  

  

  

・事業を検討するに至った背景 

 

 

  

事業の対象者

及び実施地域 

事業への参加を呼びかける対象や実施を予定する地域について記入してください。 

・対象者 

   

・対象地域 

具体的な事業

内容及び本年

度のスケジュ

ール 

事業実施により市民や地域にどのような効果を生み出すのか、地域住民の理解や協力を得るた

めにどのような取組を行うのか、又はどのようにして地域住民の理解や協力を得たのかなども

含めて記入してください。 

・事業内容 

 

 

 

 

 

 

・スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「６ 提案事業」の記載をもとに審査を行いますので、箇条書きに
するなどポイントを絞って分かりやすく記載してください。 

・団体が元々行っている事業（活動）の紹介ではなく、このたび新
たに取り組む提案事業について記載してください。 

・必要に応じて行を追加してください。 

記 入 例 

・地域住民の理解や協力を得
るための視点も含めて記載
してください。 

・「何月に、どのような活動を
行う」といった書き方で、事
業目標の達成に向けて取り
組む具体的なスケジュール・
活動内容を記載してくださ
い。 

・対象経費として支出を予定
する活動について、もれなく
記載してください。 

 

提案事業をどのような目標設
定のもとで行い、市民や地域に
広くどのような利益をもたら
すのかといった視点も含めて
記入してください。 



翌年度以降の 

活動計画 

翌年度 

（２年目） 

 

翌々年度 

（３年目） 

 

４年度目 

以降 

 

整合性 

（市民活動団体部

門のみ記入してく

ださい。） 

尾道市総合計画の施策と整合している部分、行政との関わりについて記入してください。 

 
 
 

新規性 

（地域コミュニテ

ィ部門のみ記入し

てください。） 

これまでの地域の活動、取組との違いについて記入してください。 

 

ＩＣＴの活用 

あり ・ なし 

活用する場合はできるだけ詳しく記入してください。 

・・・・・・・・・・ 

その他 

特記事項 

 

・提案事業が翌年度以降にど
のような広がりを見せるの
か、年度ごとの活動がどのよ
うに繋がっているのかとい
った視点を含めて記載して
ください。 

・自主財源の確保など、補助終
了後も提案事業が継続する
ことができる方策も含めて
記載してください。 

尾道市総合計画に掲げる施策
目標との整合性について、具体
的な施策目標に触れながら記
載してください。 

事業効果の持続性や、地域への
広がりといった視点を含めて
記載してください。 

記 入 例 



様式第２号（第７条関係） 

 

  年度 予算書【収入】 

事業名 ○○○○○○○○事業 

団体名 ○○○○会 

 

【収入の部】 

※【収入の部】合計(c)と【支出の部】合計(ｆ)が同じ金額になっているか確認してください。 

項目 予算額（円） 内容（積算） 

提 

案 

者 

自己資金 50,000 
事業に必要な自己資金を記入してください。 

 

会 費 40,000 
事業のために会員から集める会費を記入してください。 

会費 4,000円/年×10人 

寄附金 
 

企業、他団体、個人等からの寄附があれば記入してください。 

 

事業収入  

提案する事業で収入が見込まれる場合、記入してください。 

 

その他  

上記以外に提案する事業で収入が見込まれる場合、記入して

ください。 

 

小計(a) 90,000 
 

市 

尾道市市民活動
支援事業補助金(b) 
対象経費(ｄ)の 2/3 以内 

80,000  

合計(c) 170,000 (c)= (a)+(b) 

記 入 例 

補助金交付申請書と同じ 

各項目について、内容や金
額の根拠（積算）を必ず記載
してください。 



年度 予算書【支出】 

事業名 ○○○○○○○○事業 

団体名 ○○○○会 

 

【支出の部】 

区分 項目 予算額 内容（積算） 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

報償費 

講師等旅費 

需用費(消耗品費) 

 

需用費(印刷製本費) 

通信運搬費 

飲料費 

保険料 

使用料及び賃借料 

 

備品購入費 

30,000 

3,000 

7,000 

 

25,000 

2,000 

3,000 

9,000 

21,000 

 

20,000 

○○ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ講師謝金(10,000円×3 回) 

自動車燃料費(ｶﾞｿﾘﾝ)20円×50㎞×3 回 

用紙(1,000 円)、ｲﾝｸ代(3,000円)、 

付箋紙(500 円)、ﾏｰｶｰｾｯﾄ(500円×5) 

パンフレット・チラシ印刷代 

郵送代・切手代 

活動従事者飲料費(100円×10人×3回） 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険(300円×10人×3回) 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ会場使用料(○○会議室 7,000

円/4時間×3回)  

○○○○○○ 

小計（d） 120,000  

対
象
外
経
費 

報償費 

消耗品費 

20,000 

30,000 

ｲﾍﾞﾝﾄ出演者(演奏)謝金 5,000円×4人 

ｲﾍﾞﾝﾄ食材費・材料費 30,000円 

小計（e） 50,000  

合計（f） 170,000 (f)=(d)+(e) 

※【支出の部】合計(f)が【収入の部】(c)と同じ金額になっているか確認してください。 

記 入 例 

対象経費欄の小計(d)の 2/3 以内の額が 

補助金交付対象となります｡ 

各項目について、内容や
金額の根拠（積算）を必
ず記載してください。 

 



 

 

様式第３号（第７条関係） 

 

講師プロフィール 

 

講師名 ○○ ◇◇ 

住 所 

（市区町村名まで） 
広島県○○市 

所属・役職等 特定非営利活動法人○○○○○ 代表理事 

プロフィール 
（どういった経歴、活動歴か分か

るように記入してください） 

 

選定理由 
（なぜこの講師を選んだのか、何

を学び、どのように事業内容に活

かしていくのか、具体的に記入し

てください） 

 

記 入 例 

提案事業における講師の役割や、講師

を採用することで事業効果がどのよう

に高まるのかといった視点を含めて具

体的に記載してください。 

※イベントにおける司会進行や、技術・

芸能の披露のための登壇に要する報償

費については、補助対象経費として認

められません。 



 

 

様式第９号（第１４条関係） 

活動報告書 

１ 事 業 名  

２ 事業の内容 

 

実施した活動ごとに、開催日、参加人数、開催場所等を含めて詳細に記入してください。また、活動の

状況が分かる写真を貼付してください。 

 

３ 事業の成果

や今後に向

けた課題 

それぞれの活動が、補助金交付申請書に記載した「事業の目標（ゴール）」の達成に向けてどのように寄

与したか、どのような点が課題として残ったかなども含めて記入してください。 

 

 

記 入 例 

・交付申請書の「６ 提案事業」に記載した

事業の目標（ゴール）や事業内容、１年目

のスケジュール等の達成状況を含めて記

載してください。 

・写真は 1 活動ごとに 1 枚以上添付して

ください。 

・必要に応じて行や枚数を追加してくださ

い。 


